

















































R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
M
Pa
未補強
縦対傾構
スリット閉塞
縦対傾構＋スリット閉塞
また戦後から高度経済成長期にかけ，橋が多く建設されており，新設
後50年を経過する橋梁の数がますます増加していきます．構造物の老
朽化，橋の「疲労」は今まさに緊迫した問題なのです．
①疲労き裂発生メカニズムの解明（FEM解析による発生応力の評価）
②疲労き裂抑制に効果的な補強法の提案（発生応力の低減効果）
この疲労の問題を解決するために，本研究では以下の目的を挙げます．
スリットせん断変形
建設後50年を迎える橋
出典：国土交通省資料
疲労き裂
(単位:mm)
主応力範囲
